
土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
調 査 名 令和5年度 健幸のまちづくり拠点施設整備事業 地質調査業務委託

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボ―リング 名 BorNo.1 調査位置 宮崎県小林市大字南西方2085番地（小林総合運動公園内） 北 緯 31°59′58.1757″

発 注 機 関 宮崎県小林市 経済建設部 建設課 調査期間 2023年  6月  6日 ～ 2023年  6月  9日 東 経 130°57′ 4.4748″

調 査 業 者 名
フェニックスコンサルタント株式会社
電 話 0985-39-2914

主任技師 佐藤 貴彦
地質調査技士

登録番号: 第17751号
現    場
代 理 人

佐藤 貴彦
地質調査技士

登録番号: 第17751号
コ ア
鑑 定 者

佐藤 貴彦
地質調査技士

登録番号: 第17751号
ボーリング
責 任 者

束元 忠友
地質調査技士

登録番号: 第14589号
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表土（舗装残留物）

含水小、粘性小の粘性土主体。
全体にφ10mm以下の火山岩角礫及び風
化軽石、局所的にφ50～60mmの安山岩
亜角礫を混入する。

φ2～20mmの安山岩亜角礫主体。最大
50mmの短柱状コアとして採取する。
マトリックスは粘性土及び砂。
全体に赤褐色の安山岩礫、局所的に風
化礫を混入する。
深度2.75m以深、風化軽石を混入する。

安山岩転石。
コア長30cm以上の柱状コアとして採取
する。最大100cm。
コア表面は所々、発泡痕や赤色化が見
られる。
亀裂には、細粒分の充填や付着物はほ
とんど認められない。
転石自体は、ハンマー強打にてやや金
属音を発して割れる程度の硬さ。
深度4.4m付近、礫状～岩片状を呈す。
深度3.25にて逸水あり。

礫状～柱状コアとして採取する安山岩
堆積物。
コア長10cm以上の玉石を多く混入す
る。
玉石は5mm以下の斑晶や発泡痕を有する
もの、赤色化したものが混在し、連続
性は認められない。
玉石の表面はわずかに風化褐色化して
おり、ハンマー強打にて金属音を発し
て割れる程度の硬さ。
全体にコア採取率低い。

赤色化した火山灰主体。
φ2～20mmの安山岩亜角礫を混入し、火
山礫凝灰岩状を呈する。

φ5～50mmの安山岩角～亜円礫主体。最
大60mmの短柱状コアとして採取する。
マトリックスは、粘性土及び中～粗
砂。
安山岩玉石、赤色化した安山岩、風化
軽石が混在する。
玉石は、ハンマー強打にて金属音を発
して割れる程度の硬さ。
深度12.2m付近にコア長21cm、深度
12.4m付近にコア長19cm、深度13.5m付
近にコア長8cmの安山岩玉石を混入す
る。
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
調 査 名 令和5年度 健幸のまちづくり拠点施設整備事業 地質調査業務委託

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボ―リング 名 BorNo.2 調査位置 宮崎県小林市大字南西方2085番地（小林総合運動公園内） 北 緯 31°59′56.6889″

発 注 機 関 宮崎県小林市 経済建設部 建設課 調査期間 2023年  6月  6日 ～ 2023年  6月 14日 東 経 130°57′ 5.0550″

調 査 業 者 名
フェニックスコンサルタント株式会社
電 話 0985-39-2914

主任技師 佐藤 貴彦
地質調査技士

登録番号: 第17751号
現    場
代 理 人

佐藤 貴彦
地質調査技士

登録番号: 第17751号
コ ア
鑑 定 者

佐藤 貴彦
地質調査技士

登録番号: 第17751号
ボーリング
責 任 者

下村 拓哉
地質調査技士

登録番号: 第16280号
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表土（舗装残留物）

含水大、粘性大の粘性土主体。所々安
山岩礫を混入する。
深度1.45～1.67m間は、火山灰及びφ2
～10mmの火山礫・安山岩亜角礫が密集
する。
深度1.7～2.0m間は、火山ガラスを混入
する。深度2.45～2.7m間は、風化亜円
礫を混入する。
深度2.7～3.0m間は、亜円礫の混入多
い。

細～中砂主体。火山灰質粘性土を含有
する。
φ10mm以下の安山岩亜角～亜円礫を混
入する。最大径25mm。
深度3.7～3.8m間は、礫の混入少ない。

含水小、粘性小の粘性土主体。
全体にφ2～20mmの亜角～亜円礫を混入
する。
礫の多くは風化して軟質。
深度6.0～6.45m間は、φ20～40mmの風
化安山岩礫の混入多い。

φ10mm以下の安山岩亜角～亜円礫主
体。
礫はハンマー打撃にて容易に割れる程
度の硬さ。
マトリックスは粘性土及び粗砂。
所々、ロームを含有する。
深度13.7～14.0m間、礫の混入少なく
ローム主体。

φ10mm以下の安山岩亜角～亜円礫主
体。最大径40mm。
礫はハンマー打撃にて割れる程度の硬
さ。
マトリックスは粘性土及び粒度分布の
良い砂（火山灰質）。
深度15.9～17.0m間は、粒径1mm程の均
一な粗砂で礫の混入少ない。
深度19.9m付近、黄褐色のロームを挟
む。

φ5～50mmの安山岩角～亜円礫主体。最
大65mmの短柱状コアとして採取する。
全体にコア長8cm～16cmの玉石を混入す
る。
マトリックスは粘性土及び砂で、黄橙
色の火山灰質粘性土と赤色化した火山
灰が混在する。
風化・未風化・赤色化礫が混在し、風
化礫 軽打 割れ 未風化
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マトリックスは粘性土及び砂で、黄橙
色の火山灰質粘性土と赤色化した火山
灰が混在する。
風化・未風化・赤色化礫が混在し、風
化礫はハンマー軽打にて割れ、未風化
礫は強打にて割れる程度で硬さにバラ
ツキがある。
玉石は、2mm以下の斑晶や発泡痕を有す
るもの、赤色化したものなど多様であ
る。

粒子均一な中砂主体で固結状を呈す
る。
少量の安山岩亜円礫を混入する。
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
調 査 名 令和5年度 健幸のまちづくり拠点施設整備事業 地質調査業務委託

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボ―リング 名 BorNo.3 調査位置 宮崎県小林市大字南西方2085番地（小林総合運動公園内） 北 緯 31°59′56.6449″

発 注 機 関 宮崎県小林市 経済建設部 建設課 調査期間 2023年  7月  4日 ～ 2023年  7月 18日 東 経 130°57′ 3.3717″

調 査 業 者 名
フェニックスコンサルタント株式会社
電 話 0985-39-2914

主任技師 佐藤 貴彦
地質調査技士

登録番号: 第17751号
現    場
代 理 人

佐藤 貴彦
地質調査技士

登録番号: 第17751号
コ ア
鑑 定 者

佐藤 貴彦
地質調査技士

登録番号: 第17751号
ボーリング
責 任 者

下村 拓哉
地質調査技士

登録番号: 第16280号
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表土 φ2～20mmの角礫を混入する。深
度0.4m付近、粗砂主体。

φ5～10mmの安山岩角～亜角礫主体。最
大40mmの岩片状コアとして採取する。
マトリックスは粘性土及び砂。

含水中、粘性中の粘性土主体。
φ5mm程の安山岩角礫を少量混入する。
最大40mmの弱風化安山岩。
深度2.5m付近、礫の混入がやや多い。
深度2.6m以深、シラス質で火山ガラ
ス・風化軽石の混入が目立つ。

中砂主体でやや固結状を呈する。
φ5～10mmの安山岩亜円礫を少量混入す
る。礫は赤褐～暗灰色を呈し、ハン
マー軽打にて割れる程度の硬さ。

φ5～10mmの安山岩亜角～亜円礫主体。
マトリックスは粘性土及び砂。深度
4.0m以深、砂の割合が多くなる。

細～中砂主体。
全体にφ5～10mmの風化安山岩亜角～亜
円礫を混入する。
礫はハンマー軽打にて潰せる程度の硬
さ。
深度9.0m以深、粗砂の混入多くなる。

φ5～40mmの安山岩角～亜円礫主体。全
体に風化亜円礫を混入する。
最大70mmの岩片状コアとして採取す
る。
マトリックスは少量の粘性土、砂及び
細礫。
礫は、発泡痕や赤色化が認められ、ハ
ンマー打撃～強打にて割れる程度で硬
さにバラツキがある。
深度12.5m付近にコア長10cmの安山岩玉
石を混入する。

φ5～30mmの安山岩角～亜円礫主体。
最大65mmの岩片状コアとして採取す
る。
マトリックスは砂及び細礫。

礫状～柱状コアとして採取する安山
岩。
コア表面に発泡痕や赤色化が認めら
れ、ハンマー打撃にて割れる～金属音
を発する程度で硬さにバラツキがあ
る。
深度17.13m～17.7m間は、原岩色から赤
褐色に漸移し、以深は、火山灰がやや
固結した火山礫凝灰岩状を呈する。
全体にコア長7.5～30cmの玉石を混入す
る。

φ2～20mmの安山岩亜角～亜円礫主体。
マトリックスは少量の粘性土及び中～
粗砂でやや固結状を呈する。
深度23.0～23.45m間は、粒子均一な中
砂主体。深度23.8～24.0m間は、粘性土
が優勢となる。
深度22.6m付近にコア長8.5cm、深度
22.8m付近にコア長7.5cm（半柱状）の
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深度23.0 23.45m間は、粒子均 な中
砂主体。深度23.8～24.0m間は、粘性土
が優勢となる。
深度22.6m付近にコア長8.5cm、深度
22.8m付近にコア長7.5cm（半柱状）の
安山岩玉石を混入する。

礫状～柱状コアとして採取する。
コア表面に発泡痕や赤色化が認められ
る。ハンマー強打にて金属音を発して
割れる程度の硬さ。
深度24.7m付近にコア長9cm、深度24.8m
付近にコア長16cmの安山岩玉石を混入
する。

φ2～10mmの安山岩角～亜円礫主体。
風化・未風化礫が混在し、風化礫は指
圧で潰せ、未風化礫はハンマー打撃で
割れる程度の硬さ。マトリックスは少
量の粘性土及び粗砂。
深度26.0～26.45m間は含水高い。

φ10～30mmの安山岩角礫主体。
礫間を赤褐～暗灰色の火山灰が充填
し、火山礫凝灰岩状を呈する。礫はハ
ンマー打撃にて割れる程度の硬さ。
深度28.2m付近にコア長19cm、深度
28.7m付近にコア長8cm、深度29.3m付近
にコア長7.5cm（岩片状）、深度29.4m
付近にコア長8cm（半柱状）の安山岩玉
石を混入する。
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As5cm、路盤

シラス（構築路床）

含水小、粘性小の粘性土主体。
φ2～10mmの風化軽石、安山岩礫を少量
混入する。

含水中、粘性中の粘性土主体。
φ2～20mmの安山岩角～亜円礫を混入す
る。最大50mmの岩片状コアとして採取
する。
風化・未風化礫が混在し、風化礫はハ
ンマー軽打にて潰せ、未風化礫はハン
マー打撃にて割れる程度で硬さにバラ
ツキがある。
全体に少量の植物片・植物根を混入
し、深度3.5m付近に木片を混入する。
深度3.0～3.5m間は、含水・粘性高く、
礫・粗砂が密集する。
深度4.5～5.0m間は、礫の混入がほとん
ど見られない。

旧表土
含水小～中、粘性小の粘性土。
深度6.8～9.0m間は、φ2～20mmの黄橙
色軽石を混入する。
深度7.9～8.0m、深度11.0～11.45m間
は、軽石が密集する。
深度9.0m以深、黒ボク主体で深度9.0～
10.7m間は混入物が認められない。
深度11.45～11.7m間は、軽石が多方向
に扁平化し固結している。

含水中、粘性中～大の粘性土主体。
φ5mm以下の風化亜円礫、安山岩礫、軽
石を混入する。
深度13.0～13.45m間は、風化軽石が密
集する。
深度14.5～15.0m間は、中～粗砂優勢で
下位ほど粒径大きくなる。また、火山
ガラスの混入が目立つ。
深度15.45m以深、礫の混入少なく粘性
土主体。深度15.45～15.75m間は乳白色
を呈する。

φ2～20mmの安山岩角～亜円礫主体。
所々、コア長40～80mmの安山岩を岩片
～短柱状に採取する。
風化・未風化・赤色化礫が混在し、風
化礫はハンマー軽打にて潰せ、未風化
礫はハンマー強打にて割れる程度で硬
さにバラツキがある。
マトリックスは粘性土及び中～粗砂。
深度20.0m付近、含水高い。
深度18.7m付近にコア長8cm、深度19.9m
付近にコア長7.5cmの安山岩玉石を混入
する。

φ2～20mmの安山岩角～亜円礫主体。
所々、コア長40～60mmの安山岩を岩片
状に採取する。
風化・未風化礫が混在し、発泡痕や赤
色化が認められる。風化礫はハンマー
打撃にて割れ、未風化礫は強打にて金
属音を発して割れる程度の硬さ。
マトリックスは細～中砂。
深度20.7m付近にコア長28cm、深度
22.2m付近にコア長35cm、深度22.9m付
近にコア長13cm、深度23.1m付近にコア
長45cmの安山岩玉石を混入する。
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近にコア長13cm、深度23.1m付近にコア
長45cmの安山岩玉石を混入する。

φ2～30mmの安山岩角～亜円礫主体。
所々、コア長40～70mmの安山岩を岩片
状に採取する。
風化・未風化礫が混在し、発泡痕や赤
色化が認められる。風化礫はハンマー
打撃にて割れ、未風化礫は強打にて金
属音を発して割れる程度の硬さ。
マトリックスは粘性土及び細砂で固結
している（ハンマー打撃にて潰せる程
度）。
深度25.85m付近に凝灰角礫岩の岩片を
混入する。
深度24.7m付近にコア長9cm（岩片
状）、深度25.5m付近にコア長18cm、深
度26.9m付近にコア長10cm、深度28.3m
付近にコア長17cm、深度28.8m付近にコ
ア長12cm（岩片状）、深度29.7m付近に
コア長8cm（岩片状）、深度29.9m付近
にコア長9cmの安山岩玉石を混入する。
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
調 査 名 令和5年度 健幸のまちづくり拠点施設整備事業 地質調査業務委託

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボ―リング 名 BorNo.5 調査位置 宮崎県小林市大字南西方2085番地（小林総合運動公園内） 北 緯 31°59′56.2181″

発 注 機 関 宮崎県小林市 経済建設部 建設課 調査期間 2023年  6月 16日 ～ 2023年  6月 30日 東 経 130°57′ 2.0276″

調 査 業 者 名
フェニックスコンサルタント株式会社
電 話 0985-39-2914

主任技師 佐藤 貴彦
地質調査技士

登録番号: 第17751号
現    場
代 理 人

佐藤 貴彦
地質調査技士

登録番号: 第17751号
コ ア
鑑 定 者

佐藤 貴彦
地質調査技士

登録番号: 第17751号
ボーリング
責 任 者

下村 拓哉
地質調査技士

登録番号: 第16280号
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細～中砂主体。
全体に粘性土及びφ2～5mmの亜角～亜
円礫を混入する。最大径10mm。

含水中、粘性中の粘性土主体。
全体にφ3～10mmの亜角～亜円礫、風化
軽石、植物片を少量混入する。

含水小、粘性中の粘性土主体。
φ5～20mmの安山岩亜角礫を混入する。
最大65mmの岩片状コアとして採取す
る。
風化・未風化・赤色化礫が混在し、風
化礫はハンマー軽打にて容易に潰せ、
未風化礫は強打にて金属音を発する程
度で硬さにバラツキがある。
全体に植物片を混入し、深度6.5m付近
には竹片を混入する。。
深度3.5m付近にコア長13cm、深度3.6m
付近にコア長12cm、深度5.6m付近にコ
ア長12cm、深度6.8m付近にコア長10cm
の安山岩玉石を混入する。

旧表土
含水中、粘性中の粘性土主体。
深度12.5m付近まで植物根や植物片を混
入する。
所々φ2～5mmの亜角～亜円礫を混入す
る。
深度8.0～10.8m間は黒ボク質、深度
10.8～12.7m間はシラス質。
深度10.9～11.45m間は、黄橙色の風化
軽石が密集する。深度11.45m以深、火
山ガラスを混入する。

細～中砂主体。
少量の粘性土を含有し、全体に火山ガ
ラスを混入する。
深度14.0～14.45m間は、黄橙色の風化
軽石が密集する。

含水中、粘性大の粘性土主体。
深度15.0～15.5m間は、含水高く、ハン
マー自沈する程軟質。
深度15.6m以深、風化して軟質化した
φ2～5mmの礫を混入する。

含水大、粘性中のシルト主体で粒度分
布の良い砂を混入する。
φ2～5mmの安山岩礫をわずかに混入す
る。
風化褐色化したものと原岩色を残すも
のとが混在し、ハンマー軽打にて潰せ
るほど軟質。

φ10～30mmの安山岩角～亜角礫を主体
とし、所々、コア長40～70mmの岩片～
短柱状コアとして採取する。
風化・未風化・赤色化した礫が混在
し、風化礫はハンマー軽打にて潰せ、

06/16
1.60

06/19
0.50

06/20
5.10

06/21
12.70

06/22
15.50

06/23
17.70

06/24
19.60

(1/300)

(1/200,1)

(1,4,3)

(5,5,5)

(1,2,2)

(1,2,2)

(1,2,2)

(1,2,2)

(1,1,2)

(3,3,4)

(1,1,2)

(1/400)

(2,1,1)

(2,1,1)

(自沈/300)

(1/300)

(1,1,2)

(1,2,2)

(32,23,5/40)

(5,5,4)

(6,4,5)

(6,5,7)

(7,7,6)

1

2

8

15

5

5

5

5

4

10

4

1

4

4

0

1

4

5

75

14

15

18

20

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.55

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.39

20.15

20.45

21.15

21.45

22.15

22.45

23.15

23.45

24 15

300
1

200
1

1

5

1

1

1

1

1

3

1

400
1

2

2

300
0

300
1

1

1

32

5

6

6

7

1

4

5

2

2

2

2

1

3

1

1

1

1

2

23

5

4

5

7

3

5

2

2

2

2

2

4

2

1

1

2

2

40
5

4

5

7

6

300
1

300
2

300
8

300
15

300
5

300
5

300
5

300
5

300
4

300
10

300
4

400
1

300
4

300
4

300
0

300
1

300
4

300
5

240
60

300
14

300
15

300
18

300
20

200

300

13.15

13.45

17.15

17.45

5-
P13

5-
P17

－

－

密度、含水、粒度

密度、含水、粒度

4.50

5.50

プレッシャーメーター
試験（E=4045kN/m2）

16
6

19
6

20
6

21
6

22
6

23
6



23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

243.70

238.70

30.00

35.00

細

粒

分

混

じ

り

砂

質

礫

砂

質

礫

褐

赤

褐

黄

褐

暗

灰

赤

褐

rd3

rd3

φ 安山岩角 角礫 体
とし、所々、コア長40～70mmの岩片～
短柱状コアとして採取する。
風化・未風化・赤色化した礫が混在
し、風化礫はハンマー軽打にて潰せ、
未風化礫はハンマー打撃にて割れる程
度で硬さにバラツキがある。
マトリックスはφ10mm以下の亜角～亜
円礫、砂及び粘性土。
全体に固結状を呈するが、固結度は深
度により異なる。
深度25.4m付近にコア長10cm、深度
27.8m付近にコア長8cmの安山岩玉石を
混入する。

φ5～50mmの安山岩礫主体。全体にルー
ズである。
未風化緻密・多孔質・赤色化した礫が
混在する。
未風化礫は、ハンマー強打にて火花を
発するほど硬い。
マトリックスは中～粗砂及び少量の粘
性土。
深度31.5m付近にコア長18cm、深度
33.5m付近にコア長8cm（岩片状）、深
度33.6m付近にコア長9cm（半柱状）、
深度33.7m付近に17cm（岩片状）、深度
34.9m付近にコア長10cmの安山岩玉石を
混入する。
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
調 査 名 令和5年度 健幸のまちづくり拠点施設整備事業 地質調査業務委託

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボ―リング 名 BorNo.6 調査位置 宮崎県小林市大字南西方2085番地（小林総合運動公園内） 北 緯 31°59′57.8601″

発 注 機 関 宮崎県小林市 経済建設部 建設課 調査期間 2023年  6月 13日 ～ 2023年  6月 21日 東 経 130°57′ 4.5830″

調 査 業 者 名
フェニックスコンサルタント株式会社
電 話 0985-39-2914

主任技師 佐藤 貴彦
地質調査技士

登録番号: 第17751号
現    場
代 理 人

佐藤 貴彦
地質調査技士

登録番号: 第17751号
コ ア
鑑 定 者

佐藤 貴彦
地質調査技士

登録番号: 第17751号
ボーリング
責 任 者

束元 忠友
地質調査技士

登録番号: 第14589号
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表土

含水小、粘性小の粘性土主体。
全体にφ10～20mmの亜角礫を混入す
る。深度1.75m以深、軟質化した黄橙色
の安山岩礫を混入する。
深度1.7～2.45m、深度2.7～23.85m間
は、半固結状を呈する。
深度4.0～5.0m間は、礫の混入少なくな
る。
深度1.6m付近にコア長10cm、深度3.12m
にコア長14cmの安山岩玉石を混入す
る。

安山岩礫主体。
礫形状・大きさ共に多様で、角～亜円
形の細礫～粗礫が分布する。礫はハン
マー軽打にて割れる程度の硬さ。
マトリックスは砂及び粘性土。
全体に風化して褐色化しているが、原
岩色をとどめた安山岩礫や赤色化、多
孔質な礫が混在する。
所々、軟質化した黄褐色の安山岩礫を
混入する。
深度8.6～8.9m間は、安山岩岩片を混入
する固結状の火山灰。
深度9.0～10.0m間は、礫の混入少なく
なり粘性土の含有多くなる。
深度8.5m付近にコア長22cm、深度9.7m
付近にコア長8cmの安山岩玉石を混入す
る。

φ10～50mmの多孔質な安山岩亜角礫主
体。
礫はハンマー打撃にて割れる程度の硬
さ。
マトリックスは砂及び少量の粘性土。
深度10.7ｍ付近にコア長8cm、深度
10.9m付近にコア長8cm、深度12.6m付近
にコア長8cmの安山岩玉石を混入する。

中～粗砂主体。
全体にφ10mm程の安山岩亜角礫を混入
し、不均質に火山灰質粘性土を含有す
る。
下位ほど礫径大きくなり、最大4cmの片
状コアとして採取する。

全体に酸化により赤色化した固結状を
呈する粗砂主体。
φ10～20mmの安山岩亜角礫を多く混入
する。最大40mmの片状コア。
深度18.2～18.3m、深度18.8～18.9m間
は、固結状の粘性土が分布する。
深度20.3m付近にコア長7.5cmの赤色化
した安山岩玉石を混入する。
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
調 査 名 令和5年度 健幸のまちづくり拠点施設整備事業 地質調査業務委託

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボ―リング 名 BorNo.7 調査位置 宮崎県小林市大字南西方2085番地（小林総合運動公園内） 北 緯 31°59′56.2253″

発 注 機 関 宮崎県小林市 経済建設部 建設課 調査期間 2023年  7月 20日 ～ 2023年  7月 28日 東 経 130°57′ 3.3241″

調 査 業 者 名
フェニックスコンサルタント株式会社
電 話 0985-39-2914

主任技師 佐藤 貴彦
地質調査技士

登録番号: 第17751号
現    場
代 理 人

佐藤 貴彦
地質調査技士

登録番号: 第17751号
コ ア
鑑 定 者

佐藤 貴彦
地質調査技士

登録番号: 第17751号
ボーリング
責 任 者

川越 幸一郎
地質調査技士

登録番号: 第22878号
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表土 細砂主体。φ2～5mmの亜角礫を
混入する。

含水小、粘性中の粘性土主体。
細砂及びφ3～10mmの亜角～亜円形火山
礫を混入する。また、指圧にて潰せる
亜円形風化礫や風化軽石を混在する。
深度3.45～3.6m間は、火山礫・風化軽
石が密集する。

細砂主体。
全体にφ5～10mmの安山岩角～亜円礫を
混入する。最大径55mm。
礫は多孔質な暗灰・赤褐色のものが多
く、ハンマー軽打にて割れる態度の硬
さ。

φ5～70mmの安山岩亜角～亜円礫主体。
所々岩片状～短柱状コアとして採取す
る。
礫は、発泡痕や赤色化が認められ、未
風化礫はハンマー強打にて金属音を発
し、多孔質礫はハンマー軽打にて割れ
る程度で硬さにバラツキがある。
マトリックスは、火山灰質砂及び小礫
で深度により粒径異なる。
深度10.6m付近、粗砂が密集し、深度
14.0～14.6m間は、細砂主体。
深度11.3～14.0m及び深度15.65～20.0m
間は、褐色化し指圧にて潰せる軟質な
風化礫を混入する。
深度11.1m付近にコア長10.5cm、深度
11.2m付近にコア長11cmの安山岩玉石を
混入する。

中～粗粒の火山灰質砂主体。やや固結
状を呈する。
φ5～40mmの安山岩亜角礫を多く混入
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中～粗粒の火山灰質砂主体。やや固結
状を呈する。
φ5～40mmの安山岩亜角礫を多く混入
し、全体に安山岩玉石が分布する。
深度25.45～27.0m間は、赤色化した礫
を多く混入し、深度27.0～28.0m間は、
細砂状の強風化軽石を混入する。
礫及び玉石は、発泡痕や赤色化が認め
られ、ハンマー打撃にて割れる～強打
にて金属音を発する程度で、深度方向
に硬質になる傾向がある。
全体に岩片状・半柱状を含むコア長8～
29cmの安山岩玉石を混入する。

深度23.5～29.0m間は掘進時完全逸水。
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
調 査 名 令和5年度 健幸のまちづくり拠点施設整備事業 地質調査業務委託

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボ―リング 名 BorNo.8 調査位置 宮崎県小林市大字南西方2085番地（小林総合運動公園内） 北 緯 31°59′57.5017″

発 注 機 関 宮崎県小林市 経済建設部 建設課 調査期間 2023年  7月 18日 ～ 2023年  7月 29日 東 経 130°57′ 2.8607″

調 査 業 者 名
フェニックスコンサルタント株式会社
電 話 0985-39-2914

主任技師 佐藤 貴彦
地質調査技士

登録番号: 第17751号
現    場
代 理 人

佐藤 貴彦
地質調査技士

登録番号: 第17751号
コ ア
鑑 定 者

佐藤 貴彦
地質調査技士

登録番号: 第17751号
ボーリング
責 任 者

福島 幸一
地質調査技士

登録番号: 第17836号
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表土 φ10mm程の亜角礫主体。草根を
混入する。

含水小～中、粘性小～中の粘性土主
体。
全体に粗砂及びφ2～10mmの亜角～亜円
礫を混入する。最大50mmの半柱状コア
として採取する。
礫種は。安山岩・火山礫・風化軽石。
深度4.0～4.8m間は、砂・礫の混入ほと
んどない。
深度4.8～5.0m間は、軽石が密集する。
深度5.7～6.0m間は、細～中砂主体。
深度5.7m以深、火山ガラスの混入多
い。

中～粗砂主体。
全体にφ2～10mmの亜角～亜円礫を、局
所的に角礫を混入する。
深度7.35～7.75m間は灰褐色の粗砂、深
度7.75～9.45m間は赤褐色の中砂、深度
9.45～9.5m間は灰褐色の粗砂、深度9.5
～12.0m間は中～粗砂、深度12.0～
12.6m間は粒子均一な中砂が分布する。
深度11.0～11.5m間は、粘性土の含有多
くなる。
深度12.6m以深、礫の混入多くなる。

φ5～40mmの安山岩角～亜円礫主体。最
大70mmの半柱状コアを採取する。
多孔質・赤色化した安山岩を混在し、
ハンマー打撃にて割れる程度の硬さ。
マトリックスは中～粗砂（火山灰
質）。
全体に岩片状・半柱状を含むコア長8～
15cmの安山岩玉石を混入する。

中砂主体で少量の粗砂を混入する。
全体にφ2～10mmの角～亜角形安山岩
礫・火山礫を混入する。

φ5～50mmの安山岩角～亜角礫主体。
所々岩片状コアとして採取する。
未風化緻密・多孔質・赤色化した礫が
混在し、ハンマー打撃にて割れる～強
打にて金属音を発する程度の硬さ。
マトリックスは砂及び小礫で、深度
18.0～20.0m間は固結状を呈する。
深度19.6～20.0m間は、赤色化著しい。
深度20.5m以深、黄橙色の風化軽石を混
入する。
深度21.0～21.45m間は、礫の混入が極
めて少ない。

φ5～50mmの安山岩角～亜角礫主体。
所々岩片状コアとして採取する。
礫は全体的に多孔質で、ハンマー打撃
にて割れる～強打にて金属音を発する
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褐

赤褐

黄

褐

褐

灰

rd4

rd3

rd2

φ5～50mmの安山岩角～亜角礫主体。
所々岩片状コアとして採取する。
礫は全体的に多孔質で、ハンマー打撃
にて割れる～強打にて金属音を発する
程度の硬さ。
マトリックスは砂及び小礫。
全体に岩片状・半柱状を含むコア長7.5
～31cmの安山岩玉石を混入する。

深度24.9m付近から完全逸水

φ2～10mmの多孔質安山岩亜角～亜円礫
主体。マトリックスは、中～粗砂。

細～中砂主体。
φ5～20mmの安山岩角礫・風化亜円礫を
混入する。最大50mmの岩片状コアとし
て採取する。
風化・未風化礫が混在し、風化礫は指
圧で潰せ、未風化礫はハンマー打撃で
割れる程度の硬さ。
層上位には火山ガラスを混入する。
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